
無
量
壽
纏

に
お
け

る
法
藏

説
話
の
般
若
的
理
解
 
(
上

田
)

無
量
壽
経
に
お
け
る
法
藏
説
話
の

般
若
的
理
解

上

田

良

準

龍
樹

が
八
宗

の
視

と
云
は
れ
る
如
く
、
般
若
教
學
が
大
爽
佛
教

の
根
幹
を
な

す
こ
と
に
異
論

が
な

い
な

ら
ば
、

浮
土
纏
典
も
ま

た
、
般
若
思
想
史

の
外
に
位

置
す

る
筈

は
な

い
。

さ
う

し
た
齪
黙
か
ら
、
漂

土
輕
典
を
般
若

の
展
開

の
上
に

理
解

し
よ
う

と
す

る
試

み
の
、
最
初

の
手
が
か
り

と
し

て
法
藏
説
話
を
探
上
げ

る
。

〔
1
〕
法

藏

比
丘
の
名

の
教
理
的
解
繹

の
問
題
は
、

必
ず

し
も
新
奇

で

は
な

く
、
如
來
藏
的
な

理
解
も
行
は
れ
て
ゐ
る
。
が
、

襲
願

↓
願
成
就

の
楷
梯

的

過
程
を

内
容

と
す
る
説
話
を
理
解
す

る
上
に
難
黙
が
み
ら
れ
る
。

い
ま
、
智

度
論
 (
巻

一
八
)
 に

「
諸
菩
薩
從
二
初
獲

心

蝋求
一二

切
種
智

一
。於
二
其
中
間

旧知
二
諸

法
實
相

一
。
」
「
是
般
若
波
羅
蜜
。

…
…
是

般
若
波
羅
蜜
在
一
佛
心
中
幻
變
レ
名
爲

二

切
種
智

一
。
」
と
云
ひ
、
菩
薩
所
鵬

の
般

若

ハ
ラ

ミ
ッ
と

所
属

の

一
切
種
智

と

の
、

本
質
的
同

一
性
と
位

の
相
異
を
大
小

二
つ
の
燈
火
に
警

へ
、
菩

薩

の
般

若

ハ
ラ

ミ
ッ
 
<
小
燈
>
 は
煩

惱

・
、習
を
審
さ
な

い
が
兎
も
角
も
諸
法
實
相
を
得
 
<
照
>
、

佛

の

一
切
種
智
は
煩

惱

・
習
を
蓋
し
て
諸

法
實
相
を
得
 
<
倍
復
明
了
>
 る
と
云

つ
て
ゐ
る
。

そ

の
喩
に
導

か
れ
て
、

一
切
種
智

・大
燈
を
世
自
在
王
佛
 
(
過
去
五

十
三
佛
相
承
し
た
最
後

の
光
)
、菩
薩
所
屡

の
般
若

ハ
ラ

ミ
ッ

・
小
燈
 (次

第
に

光
を
増
し
て
遽
に
大
燈
と

一
膿
に
な

る
)
 を
法
藏
菩
薩
と
み
る
と
き
、

法
藏
説

話
は
所
謂

ハ
ラ

ミ
ッ
道

の
展

開
と
し
て
理
解
さ
れ
る
や
う
で
あ

る
。

(
小
稿

は

主
と
し

て
大
品
般
若
磯
趣
品
と
維
摩
纏
佛
國
品

の
理
解

に
基
く
。

詳
し
く
は
爾

品

と
の
比
較
を
掲
げ

る
べ
き

で
あ
る
が
、
今
は
無
量
壽
縄

の
文

に
随

つ
て
概
要

を
記
す

に
と

穿
め
る
)
。

〔
2
〕
般

若
経
獲
趣

品
 
(
X
X)
 は
十

地

・
初

地

行

の
第

一
項

に

「
深
心
」
を
墾
げ
、

「
深
心
と
は
 
s
a
r
v
a
j
n
a
 

心
に
懸
ず

る
こ
と
、

鷹
ず
る
と
は
…
我

作
佛
す
べ
し
と
願
ず
る

こ
と
」
と
説

い
て
ゐ
る
。

こ

の
深
心

は
、

維
摩
経
佛

國
品
に
塁
げ

る
行
次
第

で
は
第

4
項

に

當

り
、

1
獲

菩

提

心

(
什
謬
欠

)
 ↓
2
直

心
↓
3
獲
行

と
亥
第
じ
て
意
志

の
高

ま
る
相
を
詮
し

て
ゐ

る
。

そ

の
深
心
を
、

法
藏
説
話

の
上

に
求
め
る
な

ら
ば
、

地

上
.襲

心
と
云
は
れ

る

「
唯
願

世
尊
。

我
獲

二
無
上
正
畳
之
心

一
。…
…
令
下
三我
於
レ
世

速

成
二
正

畳

幻

抜
申
諸
生
死
勤
苦
之

本
之

本
上
」
に
相
當
す
る
で
あ
ら
う

こ
と
は
、

法
藏

説
話

を

維
摩
経
佛

國
品

の
行
次

第
に
封

照
す
る
と
き
「時
有

二國

王
一
…
…
尋

獲
二
無
上
正

眞
道
意

一」
<
獲

菩
提

心
>
 ー

「
棄
レ
國
損
レ
王
行
作
二沙
門

一」
<
3
獲
行
>
-
「
我

行
精
進

忍
終
不
レ
悔
」
<
2
直

心
>
 と
次
第
相
鷹

し
て
高

め
ら

れ
た
 
<
4
深

心
>

で
あ
る
こ
と
に
よ

つ
て
も

明
か
で
あ
る
。

而
も

こ
の
場
合
、

作
佛

と
い
ふ
目
的

か
ら

「
抜
諸
生
死
勤
苦
之

本
」
を
顯
は
に
引
出
し
、
利
他

面
を
強

調
す

る
黙
も

注
意
す

べ
き

で
あ
る
。

〔
3
〕
世

佛
が
法
藏
比
丘
に

「
如
レ
所
二
修
行

幻
蕪
嚴

佛
土
。
汝

自
當
レ
知
。
」
と
告
げ

る
の
は
、

地
上
獲

心
で
請

し
た

「
願
佛

爲
レ
我
。

廣
宣
二纒

法
ご
に
封
す

る
答
で
あ

る
。
何
故
に
汝

自
當
レ
知

で
あ

る
か
。
惟

ふ
に

大
爽

の
法
門

・
空

・
眞

知

の
境

地
は
戯
論
寂
滅
、
表

現
す

れ
ば
有

に
堕
す

る
-

自
知
不
随

他
と
云
ふ
よ
り
他
な

い
か
ら
で
あ
ら
う
。

空
を
も
實

燈
化

・
偶
嫁

化

す
る
抜
き
難

い
執
れ
を
自
己

の
う

ち
に
見
れ
ば

こ
そ
、
却

つ
て
法
藏

の

「斯

義

弘
深
。

非
二
我
境

界
ご

と

い
ふ
告
白
も
眞
實
性
を
も

つ
。
中
論
 
(
X
X
I
V)
 の

「
若
不
レ
依

二
俗
諦

幻
不
レ
得

二
第

一
義

幻
不
レ
得
二
第

一
義
殉
則
不
レ
得

潅

榮

こ

の
含
蓄

を
彷
彿

さ
せ
る
世
佛

と
法
藏

と
の
こ
の
懸
答
が
、

上
前

に

「
経

法
」
と

い
ふ
言
説
を

一
端
拒

否
し
た
上
で
、
重
請
に
礁
じ
て
世
俗
諦

の
設
定

へ
と
展

開

す
る
こ
と
は
、

極
め
て
自
然
な

蓮
び

で
あ
る
。

こ
こ
に
世
俗
諦

と
は
、
「
警
如
丁
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大
海

一
人
升
量
経
二
歴
劫
數

一術
可
茜
窮
レ
底
得
乙
其
妙
寳

恥
人
有
二
至
心
精
進
求
レ

遺
不
口
止
。

會
當
二
剋

果

願
何
願
不
レ
得
ご

と

い
ふ
精
進
勧
働

の
喩
説

で
あ
る
。

放
逸
を
所
封
治
と
す
る
精
進

の
勧
働

が

「
其
高
明
志
願
深
廣

」
<
深
心
>
 を
知
う

し
め
し
た
上
に
説
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
周
到
な
叙
述
と

云
ふ
べ
き

で
あ
る
。

さ

て
世
俗
諦

と
し
て
精
進

を
説
く
所
以
は
、

行
作
沙
門

の
法
藏
比

丘
に
饗
し
て
は

出
家
道
 
(精
進
-
暉

定
-
智

慧
)
 が
説

か
れ
る

か
ら

で
あ
る
。
智

度
論
 (
X
V)

に
は
、
編
徳
 
(
在
家
)
・
智
慧
 
(
出
家
)
 二
道

を
分
ち
智
慧
道

と
し
て
進

・
定
・

慧

ハ
ラ
ミ
ッ
を
墾
げ
、

「
令
二
…
…
不

口捨

二精
進

唖如
レ
是

乃
能
得
二
暉
定
智

慧

こ

「暉
定
實
智
慧
之
根
」

と
言

つ
て
ゐ
る
。

法
藏
説
話
も
次
第

の
如
く
、

精
進

ハ

ラ

ミ
ッ
 
<
人
有

室

心
精
進
求
レ
道
不
口
止
…
>
、
繹

定

ハ
ラ
ミ
ッ
 
<
其
心
寂
静
…

五
劫
思
惟
>
、
般
若

ハ
ラ
ミ
ッ
 <
囁
二
取

二
百

一
十
億
諸
佛
妙
土
済
漂
之
行

一>
 と

展
開
す

る
あ
と
が
み
ら
れ
る
。
即

ち

〔
4
〕
精

進

ハ
ラ
ミ
ッ
か
ら
輝

定

ハ
ラ

ミ
ッ

へ
の
過
程

は
、
暉
定
が
次

第
に
深
め
ら
れ
心

の
調
伏
が
得
ら
れ
、

心
の
調

伏

と
相
侯
つ

て
諸
法

の
實

相
が
襯

取
さ
れ
る
に
至
る
渦
程

で
あ
る
。

無
量
壽
経

は

こ
の
過
程

を
、
世
佛

が

「
廣

二説

二
百

一
十
億
諸
佛
刹
土
天
人
之
善

悪
國
土
之

蘇
妙

帖」

し
、
法
藏

は

「
聞
二
佛
所
説
漂
國
嚴
土

一皆

悉
観

見
」
し
た

と

述

べ
、

善
悪
相
樹

の
國
土
も
法
藏

の
深
め
ら
れ
た
暉

定

の
無
分
別
智
見

に
よ
つ
て
、
相

甥
を
絶
し
た
嚴
澤

の

一
相
に
観
取
さ
れ
る
所
以

を
詮
す
も

の
と
考

へ
ら
れ
る
。

か
く
て
究
め
ら
れ
た
暉
定

ハ
ラ

ミ
ッ
の
相

が

「其

心
寂
静
。

志
無
レ
所
レ
著
。
」
で

あ
り
、
「
五
劫
思
惟
」
で
あ
ら
う
。

い
ま
、

五
劫

と
か

二
百

一
十
億

と
い
ふ
數

に

關

し
て
は
、
象
徴
的
に
理
解
す

る
よ
り

他
な

い
。
究

め
ら
れ
た
暉
定
は
、

バ
ラ

ミ
ッ
を
表
と
し
な
が
ら
、
般
若

ハ
ラ

ミ
ッ
と
表
裏

相
即
す

る
。
無
量
壽
経

の
文

面
に
も
、

「具
二
足
五
劫

一
。思
二惟
掻
三
取
薙
嚴
佛
國
清

澤

之

行

こ

と
、

思
惟
と

撮
取

と
が
複
合
形
で
表

は
さ
れ

て
ゐ
る

の
は
そ

の
故

で
あ
ら
う
か
。

〔
5
〕

上
前

に

「
擾
取
」
を
般
若

ハ
ラ

ミ
ツ

に
配
當
し
た
が
、

そ

の
わ
け
は
 
t
o
 
e
m
b
- ra

c
e
,
 
t
o
 
w
e
a
r
 

を
意
味
す

る
囁

取
 
(
p
a
r
i
g
r
a
h
)
 

の
語
義
を
、

多
を

一
に
包

含
す
る

・
多

の
根
基
を

一
に
究
め
る

こ
と
と
解
し
た
か
ら
で
あ

る
。

從
つ
て
般

若

ハ
ラ
ミ
ッ
が
、

五

ハ
ラ
ミ
ツ
を
始
め
無
量

ハ
ラ

ミ
ツ
行

の
根
基

を
な

し
、
包

む

と
い
ふ
観
黙
か
ら
、
般
若

へ
の
通
達
が

「
搦
二
取

二
百

一
十
億
諸
佛
妙
土
清
漂

之
行

こ

と
言
は
れ
た
も

の
と
解
せ
ち
れ
る
。

で
は
諸
佛

妙
土

と

か

清
澤
之
行

(
梵
文
で
は
 g
u
n
a
v
y
u
h
a
l
a
m
k
a
r
a
)
 

は
如
何
な

る
意

味
を
も

つ
か
。
國
土
は

所
依
、
能
依

は
衆

生
で
あ
る
か
ら
、

國
土
清
澤

と
衆
生
清
淫

と
は
離

れ
な

い
。

漂
土
と
は
衆

生

の
三
業

の
漂
化
が
行
ぜ

ら
れ
る
世
界
、

從

つ
て
漂

化
の
行

・
清

漂
三
業
は
そ

の
ま
ま
漂
土

の
荘
嚴

と
去
ふ
意

味
を
も

つ
。

い
ま

「
囁

取
」
さ
れ

る
諸
佛

妙
土
と
は
、
施

・
戒
…
無
數

の
諸
善

が

ハ
ラ

ミ
ッ
さ
れ
る
個

々
の
行
爲

的

世
界
で
あ
り
、

逆

に

ハ
ラ

ミ
ッ
せ
る
諸
善

の
根
基
を
般
若

ハ
ラ
ミ
ッ

一
相
に

究
め
れ
ば
、

能

「
擾
取
」

の

一
佛

國
土
で
あ
る
。

(梵
文

で

は
-
一

佛

國
土
に

搦
取
 
e
k
e
 
b
n
d
d
h
a
k
s
g
r
e
 
p
a
r
i
g
r
h
y
a
 

と
な

つ
て
ゐ
る
)
。

〔
6
〕
般

若

ハ
ラ

ミ
ッ

へ
の
楷
梯

で
あ

つ
た
諸
善

は
、
般
若

へ
の
通
達
を
轉
機
と
し
て
、

逆

に
般
若

ハ
ラ
ミ
ッ
か
ら
衆

生

へ
の
方
便
道

に
轉
ず
る
。

佛

へ
向

つ
た
法
藏

の
修

行
も
、

衆

生
の
側

へ
方
向
を
轉
換
 
(同
向
)
 し
て
四
十

八
願

の
宣
言

へ
と
展
開

す

る
。

(
中
略
)
、
前
五

ハ
ラ

ミ
ッ
等
が
方
便

と
し

て
蘇
る

な

ら
ば
、

そ

の
こ

と
は
第

六
般
若

ハ
ラ
ミ
ッ
に
於

て
同
様

で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
 
(
六
度

の

一
支

で

あ

る
か
ら
)
。
法
藏

の
願
ず

る
土
は
願
文

の
相
か
ら
み
れ
ば
方
便

の
諸
善

が

ハ

ラ

ミ
ツ
し
た
相
が
述

べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

一
方
、

そ

の
土

の
衆

生

で
あ
る
た
め

に
は
必
ず

し
も
諸
善

ハ
ラ

ミ
ッ
の
楷
梯
を
要
し
な

い
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る

(第

十
八
願
)
。
そ

れ

は

第
十
八
願
が
無
明
を
所
封
治
と
す

る
第
六
般

若

ハ
ラ

ミ
ツ

の
方

便
た
る
使
命
を
荷

ふ
か
ら

で
は
な

い
か
。

因
み
に
抑
止

・
唯

除
五
逆

の
理

解

に
は
、
大
品
 
(
雀
七
〇
)
 に
三
毒
を

一
端
般

若

の
非
義
と
な

し

つ
つ
三
毒

の

如
相

に
は
義

・
非
義
な

し
と
云
ふ
を
探
用
し
た

い
。

無
量
壽
経
に
お
け
る
法
藏

説
話

の
般
若
的
理
解
 
(
上

田
)
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